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を明らかにしたもの（佐藤他 2015；今井他 2015；田神他 2011）や、それぞれの透析施設独自で実施し

















名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第４号（通巻 38号）（2020） 
設や官公庁のホームページなどで維持透析治療の実施を公にしている 32の施設とした。 
４）調査期間 
平成 27年 9月上旬～10月下旬 
５）調査方法 
基本属性および現在それぞれの施設における透析患者へのケア及びスタッフ教育の現状と課題について、





















以上 20床未満 3施設、20床以上 30床
未満 4 施設、30 床以上 40 床未満 2 施
設、40床以上 50床未満 2施設、50床
以上 7 施設であった。そのうち透析床




は 1名が 5施設、2名が 5施設、3名が
3施設、4名が 2施設、無回答が 6施設
であった。透析スタッフ数では、看護
師の数が 5 名未満は 7 施設、5 名以上
10名未満が 10施設、10名以上が 4施
設であった。また臨床工学技師の数は
1名が 4施設、2名が 4施設、3名が 3施設、4名以上が 9施設、無回答が１施設であった（表 1）。 








































性 572名、女性 388名、計 960名であり、年齢層は 20代～40代が 73
名、50 代～60 代が 421 名、70 代以上が 466 名であった。治療種別で
は血液透析 950名、腹膜透析 10名、併用 8名であった。透析患者の透
析歴は 1年未満が 82名、1年以上 5年未満が 321名、5年以上 10年未
満が 249名、10年以上が 283名であった。患者の通院状況は自宅から





























が不可能になってきた方々のリビングウィルへの支援が各 1件であった（表 4）。 
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